



Assessment of riverbed disturbance using net-spinning caddisfly (Insecta， Trichoptera) 
in the Yahagi River， central Honshu， Japan. 
岡田和也¥内田臣ー↑¥小久保嘉将 tt↑ 
Kazuya OKADA， Shigekazu UCHIDA， Yoshimasa KOKUBO 
Abstract To clarify the distribution of three net-spin凶ngcaddisf1y (Ins巴ctラ Trichoptera)speciesラ Stenopsyche
marmorata， S.sauteri， (Stenopsychidae) and Mσcrostemum radiatum (Hydropsycidae)ラ theirlarvae and pupae 
were collect巴din 2004-2016 at 197 sites in the Yahagi River syst巴mラ centralHonshuラ Japan.S. marmorata was 
widespread in the ri ver syst己m.S. sauteri was restricted in some large rivers but less abundant in the mainstream 
M. radiatum was abundant in the reach from th巴YahagiDaini Dam to th巴TenjinBridge along the mainstr巴amof 
the Yahagi River. To clarify the life history of S. marmorata and M. radiatumヲ theirlarvae， pupa巴， and adults 
were collected 18 times from August 2014 to December 2015 at the H巴iseiKinen Bridg巴inthe Yahagi River. 
Results of the collection indicate that S. marmorata is bivoltine wher巳asM. radiatum is univoltine. Th巴results
also indicate that large larvae (fourth and fifth instar) and pupae of both the two species can be simultaneously 
collect巴donly in th巳S巳asonfrom November to April of the following y巴ar.It suggests that the s巴asonis suitable 
for th巴fieldresearch to know th巴dominantspeci巴sof net-spinners in the Yahagi River. Thenラnet-spinnerswere 
collected in Aprilラ Novemberand Dec巳mberof 2015 at 86 sites in the rif1es of th巴mainstreamof th巴Yahagi
Riverラwher巴bothS. marmorata and M. radiatum are distributed. The r巴sultsshow that either S. marmorata or Aよ
radiatum was dominant in th巳n巴t閉spinnersat most of th巴 86sites， and that distinct differ巴nc巴swere often 0ト
served in the abundanc巴ofS. marmorata and Aよradiatumeven between adjacent sites. If Aよrαdiatumis hy-
poth巴sizedto be the climax sp巴ciesand S. marmorata to be the pre幽climaxsp巴ciesin the succession of benthic 
macroinv巴rtebratesin th巳YahagiRiverラ dominanc巴ofM. radiatum suggests th巴long-termstability of riv巴rbed




























































che marmorata N avasラ1920とオオシマトピケラ Macro-




























































































辺の矢作川で、2014年8月8日，9月 15日， 1月 13日， 12 
月5日，2015年 1月9日，2月6日ラ3月 1日，4月 10日，5
月 8日， 6月 12日フ 7月 10日， 7月21日， 8月7日ラ 9月5
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また、 2015年 4月 10日に矢作川本流の矢作第二ダム
から笹戸発電所の下流までの 7地点において行った予備
的な採集の結果を、前述の結果に加えた。これは、 2015







なお、20日年4月 10日に採集した 7地点(地点 5，8ラ 12ラ
18~21) のうち、 3 地点(地点 5， 8， 21)は 2015 年1l~
12月に行った調査の地点(地点 6，9， 22) と重複するた
め、図 10には示さなかった。











本来の色の礁が河床材料となっていた割合が 0~10 % 
程度(黒)、1O~50 %程度(灰)、 50~100% 程度(白)。
2 大型糸状緑藻・大型糸状緑藻が河床の磯を覆ってい
た割合(被度)を観察した。 0% (観察されなかったヲ





















なお、 2015年 4月 10日に行った採集(地点 5，8ラ 12，18 
~21)では、これらの現象を観察していない。





3 ヒゲナガカワトビケラ 3 オオシマトビケラ
1023個体 . .. 1137個体 hl l.l ~l 
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3 . 2 ヒゲナガカワトピケラとオオシマトピケラの
生活史調査











20 10 o g 
圃才オシマトピケラ図ヒゲナガカワトピケラ 陸チャパネヒゲナガカワトビケラ口その他の造網性トピケラ類
図7 矢作川本流の瀬における造網性トビケラ類の湿重量(左)と調査地点の観察結果(右)



























~6， 10 月は 1~3 齢幼虫が多く不適、オオシマトビケラ
では 7，8 月は 1~3 齢幼虫が多く不適と評価できるので、
残る 11月から翌年4月までが調査に適していると考えら
れる。
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3 司 3 河床撹乱の評価































































































































IS_M = 3 a-b 





















II: IS-Mが 0より大きく 4以下の場合、最後に河床が撹
乱されてから経過した時間がやや長いと考えられる
地点




















を見ると(図 10)、流出土砂量が多い支流(図 11) の合
流点の前後で、合流前の地点ではII，IVの階級であるこ
とが多い(地点 7，28~33ラ 44~63ラ 82 ， 83) のに対し、合
流後には上 E の階級であることが多かった(地点 9~



















































































査と抑制対策に向けた研究矢作川研究， 12， pp 
った。 16蝿21，2008.
そして、矢作川l本流の瀬における造網性トピケラ類を 9) 白金品子内田朝子内田臣 :矢作川流域におけ
2015年4月と1l， 12月に本流の矢作第二ダム~天神橋の る外来二枚貝カワヒバリガイの発見から現在まで
区間を中心とした街地点、で調査した。その結果、隣接し の経過.陸の水，日本陸水学会東海支部会， 54， pp 
た地点も含め、地点関でヒゲナガカワトピケラ属とオオ 43司52，2012
シマトピケラの多少に大きな差異があった3 ここで、こ 10) 内田朝子ラ白金晶子，洲崎燈子，硲伸夫ラ水野修ラ
の差異が河床の撹乱後の底生動物の遷移に伴うものであ 椿経明:矢作川における要注意外来生物オオカナ
ると考えると、支流からの土砂の供給や近い過去の出水 ダモ (Egeriadensa)の繁茂状況と駆除活動.矢作川
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文一総合出版， 144pp.， 1987. 
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